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マ ウ ス に おける自然発生及 び azoxymethane

誘発 の 欠失型突然変異 の 解析
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　Scid マ ウ ス は DNA 依存性 プ ロ テ イ ン キナ
ー

ゼ触
媒 サブユ ニ ッ トに点突然変異（scjd 変異）を持ち、
DNA2 本鎖切断の 修復障害を有する、．t　Scid マ ウ ス

で は azoxyrnethane （AOM ）に よ る大腸発が ん性が 、
親系統 で あ る C ．B −17 マ ウ ス に 比較 し有意に高い

（⊂）chiai 　ct　al，，Carcinc）genesis，2001）。
　 Scid変異

の 存在が発が ん に促進的に 働 い て い る可 能性が あ る、、
DNA2 本鎖切断の 修復障害が 発が ん過程 に及 ぼ す影

響 を解明す る ため 、Scid マ ウ ス と変異検出用の レ ポ
ー

タ
ー

遺伝子（λEC｝lO）を組 み 込 んだ トラ ン ス ジ ェ ニ

ッ クマ ウ ス との交配 マ ウ ス を作製 し、scid 変異の 有

無 が in　vivo で の 欠失型突然変異 に 及 ぼす影響を解

析 した 。 scid 変異の ホ モ 接 合体（scid ／scid ）と野生型

（十 ／十 ）の 雌 マ ウ ス に AOM （10mg ／kg，　f，p ．，1／w ，
x4 ）を投与 し、大腸粘膜 よ りDNA を抽出 した ，， 欠失
変異が 検出可能 な Spi

−
selection に よ り突然変異体

頻度 を算出す る と、AOM 投与群 で は 、　 scid ／scid は

＋ ／＋ よ りも高 い 傾 向が認め ら れ た （106 当 り 6，7± 4．1
及 び 3．0 ± 2．2）。非投与群で は 、両者 に差 はな か っ

た 。 非投与群 で 生 じた変異体で は 、lkb 以上 の 欠失
変異 は 、scid ／scid で 17 個中 4 個、＋ ／＋ で 11 個中
2 個 で あ り、scid 変異 に よ る 自然突然変異 の 欠失サ

』

イ ス へ の 有意な影響 は な か っ た 。 さ ら に 個体数 を増

や して解析 して い る 。また AOM 誘発突然変異 で 生

じた変異体に つ い て も併 せ て検討 して い る、
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